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新
に
し
ま
す
。
戦
後
長
き
に
わ
た

る
平
和
な
歳
月
に
思
い
を
致
し
、

過
去
を
顧
み
深
い
反
省
の
上
に
立

ち
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返

さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
う
」
と
の

お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
は
、
昨
年
の
上
皇
さ

ま
の
お
言
葉
を
踏
襲
さ
れ
、
戦
没

者
と
平
和
へ
の
思
い
は
天
皇
が
代

替
わ
り
し
て
も
維
持
さ
れ
る
と
い

う
強
い
意
思
が
伝
わ
っ
て
く
る
追

悼
式
で
し
た
。

昨
年
度
の
当
会
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
２
月
の
通
常
総

会
に
始
ま
り
７
月
の
慰
霊
大
祭
８

月
の
現
地
慰
霊
巡
拝
と
主
な
行
事

は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
40
回
の
節
目
の
慰
霊
巡
拝
は

８
月
24
日
よ
り
一
週
間
、15
名（
内

当
会
8
名
）
の
参
加
者
を
得
て
実

施
し
、
ブ
ナ
を
皮
切
り
に
7
ヶ
所

で
慰
霊
祭
を
執
り
行
う
と
共
に

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
伝
統
文
化
に
も

触
れ
、
所
期
の
目
的
を
果
し
有
意

義
な
旅
で
し
た
。
今
回
特
記
す
べ

き
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線

初
期
の
激
戦
地
ブ
ナ
・
ギ
ル
ワ
を

初
訪
問
し
た
こ
と
、ひ
孫
（
四
世
）

さ
ん
が
初
め
て
参
加
し
て
く
れ
た

こ
と
で
し
た
。
孫
に
続
く
ひ
孫
世

代
へ
の
底
辺
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
け
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
に
お
い
て
は
、

50
年
余
継
続
し
て
き
た
慰
霊
の
灯

火
を
守
り
続
け
る
た
め
、
役
員
一

同
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
方
々
の
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
の
時
代
も
平
和
で
穏
や
か

な
国
で
有
る
こ
と
を�

祈
念
す
る
と

共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

令
和
初
の
新
年
を
迎
え
、
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
お
元
気
で
新
し
い
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
ず
、
昨
秋
の
台
風
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
８
月
15
日
、
政
府

主
催
の
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

が
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
即
位

後
初
の
式
典
で
天
皇
陛
下
は
「
先

の
大
戦
に
お
い
て
か
け
が
え
の
な

い
命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々
と

そ
の
遺
族
を
思
い
深
い
悲
し
み
を

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
合
同

慰
霊
祭
」
を
挙
行
。
稲
宮
司

の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
本
田
会
長

が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
、
日
本
か

ら
持
参
し
た
玉
串
を
神
前
に
捧
げ
、

戦
没
し
た
15
万
人
に
の
ぼ
る
戦
没

者
を
追
悼
し
た
。

国
が
昭
和
56
年
に
ウ
エ
ワ
ク
に

建
立
し
た
慰
霊
公
園
。「
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
戦
没
者
の
碑
」
を
中
心
に
、

苑
池
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
昨
年

8
月
26
日
、
碑
前
に
お
い
て
「
全

  

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
の
碑
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40回記念東部ニューギニア方面慰霊巡拝団
ウエワク平和公園で「全戦没者合同慰霊祭挙行」

（令和元年8月 26日）

 

▽
第
52
回
通
常
総
会
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
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規
定
に
よ
り
、
第
52
回
通
常
総
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を
左
記
の
通
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開
催
い
た
し
ま
す
。
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２
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会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
は
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

慰
霊
巡
拝
団
を
令
和
元
年
８
月
24
日
か
ら
31
日
ま
で
８

日
間
の
日
程
で
現
地
に
派
遣
し
た
。

現
地
慰
霊
巡
拝
の
旅
は
、
昭
和
52
年
に
始
ま
り
40
回

を
迎
え
た
。
節
目
の
催
行
と
い
う
こ
と
で
８
名
が
参
加
。

こ
の
中
に
英
霊
に
対
し
て
孫
、
曾
孫
に
あ
た
る
若
い
世

代
か
ら
２
人
が
同
行
し
て
、
先
の
大
戦
で
散
華
し
た
ご

英
霊
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
、
慰
霊
の
灯
火
を
次
世
代
に

繋
げ
注
目
さ
れ
た
。

今
回
の
慰
霊
団
は
総
勢
15
名
で
、
栃
木
県
護
國
神
社

と
の
共
同
催
行
と
し
て
実
施
。
本
会
か
ら
は
本
田
昌
彦

会
長
、
小
池
博
之
副
会
長
、
安
川
叡
春
幹
事
長
ら
役
員

に
安
川
は
る
み
さ
ん
（
佐
久
市
）
安
川
尚
美
さ
ん
（
東

京
都
）
山
岸
靖
志
さ
ん
（
軽
井
沢
町
）
山
岸
幸
子
さ
ん

（
東
京
都
）
山
岸
真
太
郎
さ
ん
（
同
）
の
８
名
が
参
加
。

栃
木
県
護
國
神
社
か
ら
は
稲
寿
宮
司
、
菅
浩
二
権
禰
宜
、

越
口
正
一
神
官
が
同
行
し
た
。

成
田
空
港
か
ら
首
都
・
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
に
入
り
、

ポ
ポ
ン
デ
ッ
タ
、
ウ
エ
ワ
ク
、
ゴ
ロ
カ
を
訪
問
。
ゆ
か

り
の
地
で
７
回
の
慰
霊
祭
と
戦
跡
を
め
ぐ
り
、
旅
の
後

半
で
は
ハ
イ

ラ
ン
ド
地
方

の
高
地
民
族

を
訪
ね
友
好

親
善
を
深
め

た
。
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催
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戦没者慰霊巡拝節目の40回戦没者慰霊巡拝節目の40回
東部ニューギニア

方面

コ
イ
キ
ン
観
音
像
前
の
慰
霊
祭

コ
イ
キ
ン
観
音
像
前
の
慰
霊
祭

��

（
ウ
エ
ワ
ク
）

（
ウ
エ
ワ
ク
）  

コ
イ
キ
ン
観
音
を
管
理
す
る

コ
イ
キ
ン
観
音
を
管
理
す
る

パ
カ
ラ
さ
ん
一
家
に

パ
カ
ラ
さ
ん
一
家
に

お
礼
の
品
を
贈
る
本
田
会
長

お
礼
の
品
を
贈
る
本
田
会
長

ソ
ワ
リ
ン
村
で
の
慰
霊
祭

ソ
ワ
リ
ン
村
で
の
慰
霊
祭

��

（
ウ
エ
ワ
ク
）

（
ウ
エ
ワ
ク
）

「
日
本
国
政
府
建
立
戦
没
者
碑
」前

「
日
本
国
政
府
建
立
戦
没
者
碑
」前

で
慰
霊
祭

で
慰
霊
祭��

（
ブ
ナ
地
区
）

（
ブ
ナ
地
区
）

県
ニ
ュ
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ニ
ア
会
墓
標
前
で
の

県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
墓
標
前
で
の

慰
霊
祭
に
臨
む

慰
霊
祭
に
臨
む��

（
ソ
ナ
ム
集
落
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落
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縄
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流
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縄
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落
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落
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「
あ
な
た
の
曽
祖
父
は
戦
争
で

亡
く
な
っ
た
の
よ
」
幼
少
の
頃
、

私
は
祖
母
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
祖
母
と
父
か
ら
の
誘
い
で

未
知
の
国
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
赴

き
ま
し
た
。

こ
の
国
は
何
と
言
っ
て
も
国
民

性
が
印
象
的
で
し
た
。
牧
歌
的

な
生
活
の
彼
ら
は
素
朴
か

つ
陽
気
で
、
歩
い
て
い
て

も
車
に
乗
っ
て
い
て
も
皆

が
無
邪
気
な
笑
顔
で
手
を

振
り
声
を
か
け
て
き
ま
す
。

ま
た
、
急
に
文
明
に
接
し

た
こ
と
か
ら
ス
マ
ホ
を
使

い
こ
な
す
青
年
や
民
族
踊

り
を
見
物
し
た
ゴ
ロ
カ
の

村
で
は
「
日
本
人
相
手
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
一
緒
に

し
よ
う
」
と
勧
誘
さ
れ
ま

し
た
。
古
代
と
現
代
が
奇

妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
共
存
し

て
い
る
の
で
す
。
私
は
全

て
が
興
味
深
く
、
積
極
的

に
現
地
の
若
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

さ
て
、
曽
祖
父
の
戦
没
の
地
・

ウ
エ
ワ
ク
の
ソ
ワ
リ
ン
村
で
は
、

村
人
の
先
導
で
八
幡
山
を
登
り
ま

し
た
。
10
歳
だ
と
い
う
素
足
の
女

の
子
が
、
50
セ
ン
チ
程
も
あ
る
刀

を
器
用
に
使
っ
て
密
林
を
切
り
開

き
、
私
た
ち
が
後
に
続
き
ま
し
た
。

高
齢
の
祖
母
の
こ
と
が
心
配
で
し

た
が
、
村
人
の
支
援
に
よ
り
無
事

に
山
頂
に
到
達
で
き
ま
し
た
。
旧

陣
地
跡
で
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た

が
、
神
事
の
最
中
に
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
中
か
ら
一
匹
の
蝶
が
飛
来
し
ま

し
た
が
、
祖
母
は
「
父
が
挨
拶
に

き
て
く
れ
た
」
と
喜
び
、
私
も
英

霊
が
皆
を
出
迎
え
て
く
れ
た
様
な

不
思
議
な
光
景
に
出
合
い
感
激
い

た
し
ま
し
た
。

今
回
の
旅
で
、
大
変
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
愛
く
る
し
く
奇

妙
な
国
」
で
も
あ
る
パ
プ

ア
の
青
年
た
ち
は
、
大
半

は
農
業
に
よ
る
自
給
自
足

の
生
活
で
あ
る
が
、
社
会

の
基
盤
は
部
族
で
あ
る
と

さ
れ
、
一
族
は
部
族
の
為

に
結
束
し
て
い
る
。

戦
後
75
年
が
経
過
し
て
、

戦
争
の
記
憶
が
風
化
し
て

い
く
中
で
、
今
回
の
慰
霊

巡
拝
の
旅
に
ご
尽
力
頂

い
た
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
、
栃
木
県
護
國
神
社
、

同
行
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

愛くるしく奇妙な国愛くるしく奇妙な国
山岸　真太郎 　山岸　真太郎 　　　（ご英霊の曾孫）（ご英霊の曾孫）

（第40回慰霊巡拝参加レポート）（第40回慰霊巡拝参加レポート）

「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
行
き
ま
す
」

と
、
友
人
や
仕
事
仲
間
に
報
告
し

た
と
き
、「
何
を
し
に
行
く
の
」
こ

の
言
葉
が
必
ず
返
っ
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
祖
母

や
父
か
ら
、
祖
父
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

で
戦
死
し
た
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た

の
で
興
味
が
あ
り
、
訪
れ
て
み
た
い

国
で
し
た
。

今
回
は
慰
霊
の
地
を
巡
り
、
青

く
美
し
い
海
や
緑
豊
か
な
ジ
ャ
ン
グ

ル
、
現
地
の
人
々
が
今
も
原
始
的
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
い
る
こ

と
を
ま
じ
か
で
見
て
、
ネ
ッ
ト
社
会

が
発
達
し
た
中
で
、
昔
な
が
ら
の
国

が
あ
る
こ
と
に
、
と
て
も
驚
き
、
感

動
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
く

整
備
さ
れ
て
い
な
い
道
路
や
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
、
気
軽
に
ホ
テ
ル
か
ら
外

出
も
で
き
な
い
治
安
の
悪
さ
な
ど
、

観
光
目
的
で
訪
れ
る
国
で
な
い
こ
と

も
気
づ
き
ま
し
た
。

慰
霊
巡
拝
40
回
と
い
う
節
目
の

年
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
今
後
私
た
ち
の
世
代
が
果
た
し

て
現
地
の
慰
霊
を
続
け
て
い
く
事
が

で
き
る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
15
万
人
も

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
地
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
遺
族
の

一
人
と
し
て
、
ま
た
日
本
国
民
と
し

て
考
え
る
良
い
機
会
と
も
な
り
ま

し
た
。

驚
き
と
感
動
の
慰
霊
の
旅

驚
き
と
感
動
の
慰
霊
の
旅
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TOPIC
時
の
話
題

先
の
大
戦
が
終
わ
り
75
年
が
経
過

し
て
、
戦
争
記
憶
の
忘
却
へ
の
危
惧

が
高
ま
り
つ
つ
も
、
戦
争
を
描
く
小

説
、映
画
、テ
レ
ビ
番
組
は
絶
え
な
い
。

そ
こ
で
、
元
兵
士
達
の
戦
記
に
よ

る
戦
史
に
始
ま
り
、
次
世

代
の
人
々
が
戦
跡
へ
の
紀
行

な
ど
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に

歴
史
を
追
体
験
し
て
い
る
の
か
。
特

に
「
忘
れ
ら
れ
た
戦
場
」
と
言
わ
れ

る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
注
目
し
ま
し
た
。

私
の
勤
め
る
南
太
平
洋
大
学
は

フ
ィ
ジ
ー
に
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

を
含
め
12
か
国
か
ら
二
万
人
の
学
生

が
学
ん
で
い
る
。
１
９
４
４
年
フ
ィ

ジ
ー
は
米
軍
と
共
に
日
本
軍
と
戦
っ

た
歴
史
が
あ
る
。
学
生
達
は
「
過
去

は
過
去
、
日
本
は
い
ろ
い
ろ
援
助
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
、
友
好
国
だ
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
。

先
の
大
戦
中
、「
死
ん
で
も
帰
れ

ぬ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」
と
言
わ
れ
、
三

年
に
及
ぶ
戦
い
の
中
で
13
万
人
も
の

将
兵
が
戦
没
、
そ
の
９
割
は
飢
え
と

病
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

生
還
し
た
身
分
の
低
い
兵
士
の
戦

記
を
見
る
と
、
戦
場
で
の
勇
敢
さ
を

称
え
た
り
、
兵
士
の
犠
牲
の
上
に
今

の
平
和
が
あ
る
と
い
う
歴
史
認
識
は

無
い
。
む
し
ろ
戦
争
を
地
獄
の
旅
と

位
置
づ
け
、
自
ら
を
虐
げ
た
上
官
や

戦
争
そ
の
も
の
に
対
す
る
怒
り
を
強

く
表
し
、
復
員
し
た
後
も
被
害
者
意

識
を
強
く
残
し
て
い
る
。

日
本
軍
と
連
合
軍
の
死
闘
は
、
数

多
く
の
原
住
民
の
生
活
を
犠
牲
に

し
た
が
、
餓
え
た
兵
士
を
村
に
匿
い
、

食
糧
を
与
え
る
な
ど
協
力
も
し
て
く

れ
た
。
戦
場
で
、
片
腕
を
失

い
、
生
還
し
た
水
木
し
げ
る

は
著
書
『
ラ
バ
ウ
ル
戦
記
』

の
中
で
、「
土
人
と
い
う
侮
り
言
葉

が
あ
る
が
、
僕
は
、
彼
ら
を
、
文
字

通
り
、
土
と
共
に
生
き
る
素
晴
ら
し

い
土
の
人
と
い
う
尊
敬
の
意
味
で
呼

ん
で
い
る
」
と
、敬
意
を
表
し
て
い
る
。

（
昨
年
11
月
20
日
京
都
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
の
講
演
要
旨
の
一
部
を
紹
介
）

「
旅
す
る
記
憶
」
太
平
洋
戦
争
追
体
験

　
　
　
　
　  

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
を
中
心
に

�

南
太
平
洋
大
学
・
講
師
　
西
野
亮
太

現地の青年と交流する山岸真太郎さん現地の青年と交流する山岸真太郎さん

ソワリン村の子どもたちと交流ソワリン村の子どもたちと交流
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回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

    
戦
没
者
慰
霊
大
祭
報
告

戦
没
者
慰
霊
大
祭
報
告

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
第
51

回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰

霊
大
祭
は
、
７
月
28
日
猛
暑
の
長

野
県
護
國
神
社
に
お
い
て
開
催
。

神
社
本
殿
に
は
会
員
遺
族
を
始
め

国
会
、
県
・
市
町
村
議
会
議
員
、

市
町
村
長
、
県
遺
族
会
長
な
ど
約

１
０
０
名
が
参
列
し
た
。

式
典
は
、
正
午
の
大
太
鼓
の
音

を
合
図
に
始
ま
り
、
英
霊
に
対
す

る
黙
祷
、
国
歌
斉
唱
、
修
祓
と
続

き
、
奥
原
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し

た
。
本
田
昌
彦
会
長
は
「
先
の
大

戦
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

面
で
は
15
万
も
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
。
生
還
者
は
わ
ず
か
１
万
余

り
で
、
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
３
，

４
７
０
余
柱
の
御
霊
に
深
く
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
本
年
は
現
地

慰
霊
巡
拝
が
40
回
目
の
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。
未
収
容
の
ご
遺
骨

は
７
万
６
千
余
柱
と
な
っ
て
お
り
、

現
地
で
お
迎
え
を
待
っ
て
寂
し
く

眠
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
年
続
け
て

き
た
慰
霊
巡
拝
の
灯
を
消
さ
な
い

こ
と
が
当
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
令
和
の

時
代
と
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
こ

の
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
、
祭
文
を
奏
上
し
た
。

次
い
で
、
菅
谷
松
本
市
長
、
横

田
長
野
県
遺
族
会
長
が
慰
霊
の
言

葉
を
述
べ
た
。
玉
串
奉
奠
の
後
、

来
賓
を
代
表
し
て
務
台
俊
介
・
杉

尾
秀
哉
両
代
議
士
が
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
今
回
現
地
に
派
遣
さ
れ

る
第
40
回
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

面
慰
霊
巡
拝
団
の
壮
行
会
も
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
、
本
田
昌
彦
会

長
、
小
池
博
之
副
会
長
、
安
川
叡

春
幹
事
長
、
山
岸
幸
子
さ
ん
（
東

京
都
）、
山
岸
靖
志
さ
ん
（
軽
井

沢
町
）
ら
本
会
か
ら
７
名
が
参
加
。

栃
木
県
護
國
神
社
か
ら
の
参
加
者

と
と
も
に
８
月
24
日
か
ら
31
日
ま

で
の
日
程
で
現
地
の
ゆ
か
り
の
地

を
慰
霊
巡
拝
し
た
。

▼
事
務
局
か
ら
▲

★
台
風
19
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
見
舞
わ
れ
た

皆
様
に
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
当
時
「
命
を
守
る
最
善
の
行

動
を
・
・
」
と
い
う
Ｔ
Ｖ
放
送
は

理
解
で
き
ま
し
た
か
？
。
難
し
い

言
葉
で
す
。

★
現
地
慰
霊
巡
拝
に
曾
孫
世
代
か

ら
参
加
頂
き
嬉
し
い
限
り
。
ま
さ

に
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
代
表
。

こ
の
人
た
ち
の
新
鮮
な
感
覚
で
慰

霊
の
旅
が
新
た
な
友
好
親
善
を
生

み
出
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

★
四
千
㍍
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

高
原
の
街
・
ゴ
ロ
カ
は
治
安
が
心

配
さ
れ
た
所
だ
け
に
、
高
地
民
族

と
の
交
流
も
無
事
に
で
き
、
慰
霊

の
旅
に
花
を
添
え
た
。

★
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
シ
ベ
リ
ア

方
面
で
発
掘
さ
れ
た
ご
遺
骨
に
問

題
。
か
つ
て
現
地
人
の
敷
地
に
埋

め
ら
れ
た
日
本
兵
の
認
識
票
で
、

在
京
会
員
か
ら
政
府
に
問
い
合
わ

せ
て
も
話
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

★
千
曲
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
水

害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
当
会

報
印
刷
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

杏
花
印
刷
さ
ん
。
本
号
も
大
変
な

ご
無
理
を
重
ね
て
発
行
し
て
頂
き

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

�

（
Ｔ
）

護國神社境内で熱演する大鹿歌舞伎の一幕護國神社境内で熱演する大鹿歌舞伎の一幕

◎
新
規
会
員
の
紹
介

　

昨
年
度
、
新
た
に
入
会
さ
れ
た

会
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

若
麻
績　

実
豊 

様
（
坂
城
町
）

◎
本
年
度
、
次
の
会
員
の
皆
さ
ま

か
ら
慰
霊
大
祭
玉
串
料
お
よ
び
当

会
活
動
用
と
し
て
寄
付
金
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
茲
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
順
不
同
）

　
　
　

高
見
沢　

袈
裟
久 

様

　
　
　

松　

沢　

康　

夫 

様

　
　
　

五
月
日　

輝　

男 

様

　
　
　

田　

中　

之　

雄 

様

　
　
　

神　

安　

信　

子 

様

　
　
　

青　

木　

つ　

志 

様

　
　
　

若
麻
績　

実　

豊 

様

　
　
　

土　

屋　

耕
太
郎 

様

　
　
　

横　

田　
　
　

久 

様

国
の
重
要
無
形
文
化
財
の
大
鹿

歌
舞
伎
が
令
和
元
年
11
月
27
日
県

護
國
神
社
で
公
演
さ
れ
た
。

拝
殿
前
に
特
設
舞
台
が
作
ら
れ
、

第
二
鳥
居
ま
で
の
広
い
境
内
に
設

け
ら
れ
た
桟
敷
席
に
は
、
千
人
を

超
え
る
観
客
が
詰
め
か
け
、
伝
統

あ
る
地
芝
居
を
楽
し
ん
だ
。

演
目
は「
奥
州
安
達
原
三
段
目
・

袖
萩
祭
文
の
段
」。
下
伊
那
郡
大

鹿
村
に
二
五
〇
年
前
か
ら
伝
承
さ

れ
て
い
る
歌
舞
伎
で
、
今
回
の
公

演
で
は
、
配
役
、
裏
方
衆
26
名
の

村
民
の
皆
さ
ん
が
熱
演
し
た
。
当

会
は
今
回
の
公
演
を
協
力
団
体
と

し
て
支
え
た
。

長
野
市
の
水
野
美
術
館
で
開
催

の
水
木
し
げ
る
追
悼
・
ゲ
ゲ
ゲ
の

人
生
展
を
参
観
。
少
年
時
代
か
ら

の
資
料
や
作
品
の
展
覧
会
で
す
。

妖
怪
を
探
訪
中
の
水
木
さ
ん
を

ウ
エ
ワ
ク
ホ
テ
ル
の
川
畑
さ
ん
が
カ

ン
ボ
ッ
ト
に
案
内
し
て
、
ご
自
分
の

人
生
の
物
語
を
描
い
た
原
画
を
現

地
で
三
枚
の
ス
ト
ー
リ
ー
ボ
ー
ド
に

加
工
、
な
か
の
一
枚
が
ホ
テ
ル
に
掛

け
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
会
報
７
号
で
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。今

回
、
会
場
に
あ
っ
た
の
は
同

じ
図
柄
な
が
ら
持
参
し
た
ホ
テ
ル

の
作
品
よ
り
も
パ
ン
チ
の
弱
い
感
じ

の
ボ
ー
ド
で
し
た
。
若
い
女
性
の
学

芸
員
に
聞
い
て
も
「
作
品
は
水
木

プ
ロ
で
管
理
し
て
い
る
・
・
・
」
く

ら
い
し
か
判
ら
ず
残
念
で
し
た
。

文
化
の
日
と
あ
っ
て
、
子
供
連

れ
の
観
客
が
土
産
探
し
で
大
混
雑
、

本
や
絵
は
が
き
は
と
も
か
く
、
シ
ャ

ツ
、
帽
子
、
ノ
ー
ト
、
ク
ッ
キ
ー
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
ゲ
ゲ
ゲ
の
模
様

が
。
水
木
さ
ん
が
先
の
大
戦
に
従

軍
、
ラ
バ
ウ
ル
戦
線
で
生
死
の
境
を

さ
ま
よ
っ
た
こ
と
な
ど
皆
さ
ん
ご
存

じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

 

大
鹿
歌
舞
伎
松
本
公
演
開
催

　
県
護
國
神
社
境
内
で


